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脊髄再生を目指す臨床研究指針作成に向けた国際共同体制

我が国からの参加：慶應義塾大学医学部整形外科・中村 雅也 講師

幹細胞を用いた臨床研究の世界の現状③

特定の疾患を対象とした幹細胞臨床研究の国際的な指針作りが始まりつつある



ヒトiPS細胞研究の臨床応用に至るまでの提言・要望

• ＨＬＡバリエーションに対応したヒトiPS細胞ライブラリーを用い
たセミオーダーメイド医療は現実的な戦略であるが、これに薬
事法適用の原則をはめ込むと、公的研究機関のiPS細胞の
臨床応用（特に多施設共同研究）は極めて難しくなる。>>
幹細胞臨床研究に関する規制についての再考察や厚生労働
省の積極的サポートを期待

• iPS細胞の性質ES細胞に極めて似ていることと、ES細胞に関
する知見の方がはるかに蓄積していることを考えると>> 
我が国においてヒトES細胞の臨床研究指針が早く作成・施行
されることを期待

• 我が国においては、韓国・米国・シンガポール・スウェーデンと
比較してヒトES細胞に関する基礎的研究の知見も不足してい
る>>我が国においてヒトES細胞の基礎研究の規制緩和を期
待


